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JBO3 の構成（案）と PANCES 成果の対応関係 

JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

序章 第 1節 生物多様性及び生態系サービ

スの評価が求められる背景 

【量】140 か国の包括的富指標を計測・評価(Yamaguchi et 

al. 2019)、数か国での自然資本の減少傾向を指摘 

NA 〇 〇  国際 済 

CBD に加盟する 133 か国の国家戦略におけるランドスケープ

アプローチの扱いについてテキスト分析、およそ半数の国で

言及していて、扱いは増加傾向にある(Uetake et al. 2019) 

NA 〇   国際 済 

第 2節 

生物多様

性及び生

態系サー

ビスの総

合評価の

実施 

1.評価の目的  NA      

2.評価の対象 陸域の生態系サービス概論(Nakashizuka 2017) NA NA NA NA 国 済 

3.評価の枠組み  NA      

4.評価の体制  NA      

第 3 節 生態系サービスと「自然がも

たらすもの（NCP）」 

IPBES の NCP の議論を概説(Shiroyama 2017) NA NA NA NA NA 済 

第Ⅰ章 わが国の自然環境と生態系        

第Ⅱ章 

わが国の

社会経済

状況（間

接要因） 人口 

人口動態 デルファイ法により４つのシナリオの方を特定した：自然

資本‐人口集中社会、自然資本‐人口分散社会、人工資本

‐人口集中社会、人工資本‐人口分散社会(Saito et al. 

2019) 

NA 〇 〇 〇 国 済 

 将来の居住等に関するアンケート NA   〇 国 未？ 

 【空】PANCES モデル（人工-自然と人口集中-分散の２軸

４象限シナリオ）に基づいて人口分布を予測(Matsui et 

al. 2019) 

NA   〇 国 済 

 デルファイ法と 2050 年人口分布予測に基づくシナリオと

モデルの手法を解説(松井 et al. 2018) 
NA   〇 国 済 
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JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

 【空】PPAP-LM を用いた日本の人口変化に基づく土地利用

の変化のシナリオと生態系サービスへのインパクト

(Ohashi et al. 2019) 

B1-1 、B6-

3、B16-1 

 〇 〇 国 済 

 【量】2100 年までの日本における気候変動と人口変化に

よる土地利用変化への潜在的インパクトの評価(Fujita et 

al. 2019) 

B1-1 、B6-

3、B16-1 

  〇 国 済 

都市への人口集中と地方の過

疎化 

       

人的資本        

経済 

経済発展 【経】佐渡市の参加型シナリオと GDP 成長率予測 NA   〇 局所 未？ 

産業構造の変化        

生産と供給－消費の変化        

貿易        

技術・ 

エネルギ

ー 

伝統技術        

第一次産業における技術の変

化 

       

その他の技術の変化        

エネルギー        

ガバナンス        

社会心理的要因        

自然災害        

第Ⅲ章生

物多様性

の損失の

要因の評

価 

第 1の危

機 
生態系の開発・改変 

【空】能登里山での土地利用パターンごとの生物分布への

影響(Uchiyama and Kohsaka 2017) 
B1-1, B1-4 〇   準国 済 

 
【空】機械学習による、人口シナリオと気候変動シナリオ

に基づく土地利用予測モデル 
B1-1   〇 国 未 

水域の富栄養化 
環境への窒素ロスを定量する新たな指標(種田 et al. 

2018) 
B2-1 NA NA NA NA 済 
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JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

 
カキ養殖による海草原生物群集への影響(Smith et al. 

2018) 

 〇 〇  局所 済 

 

【量】残雪減少化での凍結融解サイクルによる溶存窒素と

溶存炭素への影響とおよび北方広葉樹林の土壌における溶

存有機物および微生物菌との関係分析(Watanabe et al. 

2019) 

N/A  〇  局所 済 

絶滅危惧種の減少要因        

第 2 の危

機 
里地里山の管理・利用の縮小 

【空】シナリオに基づいた土地放棄予測（福島県における事

例研究）(Estoque et al. 2019) 

B6-3   〇 局所 済 

野生動物の直接的利用の減少        

絶滅危惧種の減少要因（第 2

の危機） 

       

第 3 の危

機 

外来種の侵入と定着        

化学物質による生物への影響 

【量】水質改善に向けたアグロフォレストリーの効果を定量

的評価するための表面流出、土壌侵食、栄養、農薬の減少に

関する検証(Zhu et al. 2019) 

N/A NA NA NA NA 済 

絶滅危惧種の減少要因（第 3

の危機） 

       

第 4 の危

機 

地球温暖化による生物への影

響 

【空】地球温暖化に伴うモウソウチクとマダケの分布拡大

と在来種への影響を解明(Takano et al. 2017) 

 〇 〇 〇 準国 済 

 奄美黄島住民の気候変動への懸念(Kubo et al. 2019)   〇  局所 済 

 
【空】天然林の潜在生育域への気候変動影響と温暖化適応

策(Matsui et al. 2015) 
   〇  済 

 
【空】海洋生態系の価値評価の結果、価値の高かった北の

コンブ場と南のサンゴ礁、砂浜に気候変動が影響 

B12-1?   〇 国 未 
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JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

絶滅危惧種の減少要因（第 4

の危機） 

       

第Ⅳ章生

物多様性

の状態の

評価 

森林 

森林生態系の規模・質        

森林生態系の連続性        

森林生態系に生息・生育する

種の個体数・分布 

遷移初期段階の森林パッチの野生ハナバチの多様性回復へ

の寄与(Taki et al. 2018) 

 〇 〇   済 

人工林の利用と管理        

農地 

農地生態系の規模・質 

【空】能登では、資源利用形態によって生態系サービスが

大幅に異なるが、人口パターンのみでは意味のある違いが

みられない。2050 年にかけて食料生産、窒素固定や景観

多様性は著しく損なわれ、多くの農地が放棄されると予

測。(Hashimoto et al. 2019a) 

B20-1, B20-

2, B20-4,  

  〇  済 

農地生態系に生息・生息する

種の個体数・分布 

       

農作物・家畜の多様性        

都市 

都市緑地の規模        

都市生態系に生息・生育する

種の個体数・分布 

       

陸水 

陸水生態系の規模・質        

河川・湖沼の連続性        

陸水生態系に生息・生育する

種の個体数・分布 

       

沿岸・海

洋 

沿岸生態系の規模・質 
【量】気候変動と高水温によるサンゴ礁衰退(Yamano 

2017) 

B28-1, B28-

9, B28-10 

 〇  局所 済 

 【量】海藻現存量の将来予測モデリング B28-8   〇 国 未？ 

浅海域を利用する種の個体

数・分布 

海草の種類が底生動物相の多様性を規定することを解明

(Leopardas et al. 2018) 

 

  〇  局所 済 



資料４ 

5 

 

JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

有用魚種の資源の状況 
【量】生息地適性指標（HSI)を用いてアカイカの分布域を

推定(Igarashi et al. 2018) 

B30-1     済 

 
Metridium senile の高温環境での生存度調査(Glon et 

al. 2019) 

N/A  〇  局所 済 

 

【量】異なる気候変動シナリオ下における日本北部の主要

なケルプ種（海藻）の将来的な変動予測(Sudo et al. 

2020) 

B28-8   〇 局所 済 

 
アマモ場の無脊椎動物層の分布や構成に塩分濃度とアマモ

の密度が影響している(Namba et al. 2020) 

  〇  局所 済 

 
【関連性低い】【空】四国沖の海水温への黒潮の影響を評

価(Morioka et al.) 

 〇 〇  局所 済 

島嶼 島嶼の固有種の個体数・分布        

生態系の

連続性 

各生態系の中における連続性        

他の生態系との連続性 
【経】森里川海連環：流域の森林の基礎生産力とカキ養殖

との関係 

  〇  局所 未 

第Ⅴ章 

人間の福

利と生態

系サービ

スの変化 
豊かな暮

らしの基

盤 

食料や資源の供給 【量】水稲・レタス生産量の分布（現状） P1-5  〇   未 

 
【量】中山間地域と農村地域では、食料の 16%がおすそわ

け由来で都市部の 10%に比べて高い(Saito et al. 2018) 
  〇   済 

 
性別・年齢別の伝統野菜品種の認知度の差(Uchiyama et 

al. 2017) 
  〇 〇  済 

 
日本と韓国のハチミツの生産量、消費量と輸入量(Kohsaka 

et al. 2017) 
P1-8     済 

 【空】自然資本と対応した漁獲量（アワビ）（現状） P3-1  〇   未 

 
【経】海洋生態系の価値評価～北のコンブ場と南のサンゴ

礁、砂浜（ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ）が高評価 
P3-1, C5-1     未 

 【空】スギ・ヒノキ材積の分布 P5-4     未 

 
【経】市民農園の生態系サービス評価。個人と行政の連携

強化による効率改善を提言(Hashimoto et al. 2019b) 
  〇  準国 未 
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JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

 

【経】八丈島での農産物、水産物のおすそわけの価値を定

量評価。おすそわけは各世帯の食料消費の平均 20%を構

成、住民の健康や災害時のレジリエンス向上に貢献してい

る(Tatebayashi et al. 2019) 

  〇  局所 済 

 

【量】JBO2 の、特に供給サービスのアンダーユースと多

様性について整理。アンダーユースは特に森林資源に顕

著、輸入依存がアンダーユースと密接に関わっていること

を指摘(Ohsawa et al. 2019) 

P5-1 〇   国 済 

 
【経】再生可能エネルギーキャピタル（REC）の計算方法

(Yamaguchi and Managi 2019) 
 NA NA NA 国 済 

物理的サービスの変化要因        

過少利用・海外依存による影

響 

【量】エコロジカル・フットプリント I-1 〇 〇  国 未？ 

潜在的な国内資源の活用 

【空】温浴施設への薪ボイラー導入によるエネルギー自給

と環境面での効果(風 et al. 2017) 

 

   〇 準国 済 

自然との

触れあい

と健康 

大気や水質と調整サービス 

【空】沿岸域の炭素吸収量の評価（現状）   〇  国 未 

【経】送粉昆虫の農業生産に果たす役割を経済評価、リン

ゴでは 985 億円、メロンでは 489 億円、ナシでは 358 億円

という結果が出た(Miyagawa et al. 2017) 

  〇  国 済 

 
【経】ソバ生産に関連する農地・森林生態系のレジリエン

ス価値 
  〇  国 未 

 
【量】送粉者依存作物が非依存作物よりも生産安定性が高

い(Oguro et al. 2019) 
  〇  国 済 

 

【経】ソバ生産に必要な花粉媒介者の生息地としての周辺

森林景観の経済価値（シャドウ値）を評価、ソバ畑単位面

積あたり 9,796US ドルという結果を得た(Matsushita et 

al. 2018) 

  〇  国 済 
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JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

 

アマモ場で二酸化炭素が大気から取り込まれ堆積物となる

までの物理化学的・生物学的プロセス、社会実装の実例、

国際社会への展開までを報告(堀 and 桑江 2017)  

  〇  NA 済 

 

海草原の多様性と異なる生態系サービスの程度を理解する

必要性を強調。炭素固定、沿岸保護が中心。(Nordlund et 

al. 2018) 

  〇  NA 済 

 

【量】海草原に隣接した干潟で養殖されたカキの窒素含有

量が、沖で養殖されたものよりも高く、カキ生産における

海草源の重要性を示している(Hori et al. 2018) 

  〇  局所 済 

 
【経】森里川海連環：流域の森林の基礎生産力とカキ養殖

との関係（再掲） 
  〇  局所 未 

 
【空】土地利用変化による栄養塩供給・水質調整サービス

の変化のモデリング 
   〇  未？ 

 

【量】北方林の風倒木による炭素貯留は半世紀ほど維持さ

れ、攪乱前後の森林の炭素貯留量に大きな違いがない

(Suzuki et al. 2019) 

 〇   局所 済 

 

【量】日本全国の藻場（アマモ、ガラモ、アラメ、コン

ブ）の炭素貯留量は推計 470 万トン、農業・漁業部門から

の炭素排出量に匹敵(Yoshida et al. 2019) 

  〇  国 済 

生態系の改変による健康への

リスク 

       

生物多様性や生態系による健

康への貢献 

【量】都市の緑地の存在は，アレルギー疾患をはじめとす

る身体的健康の課題，鬱病の発症などの精神的健康の課

題，地域での協力関係などの社会的結束についての課題の

それぞれに，正の効果をもたらす(Nishihiro and Koga 

2018) 

  〇  局所 済 

暮らしの

安全・安

心 

生態系による災害の緩和        

変化しつつある生態系サービ

スと気象 

       



資料４ 

8 

 

JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

地域の特性に応じた安心・安

全な地域づくり 

       

自然とと

もにある

暮らしと

文化 

多様な自然がもたらす文化的

サービス 

山菜・きのこの文化的価値と、里山的自然環境との関連性

(齋藤 2017a, b)  
  〇  局所 済 

 【空】登山 SNS 上の登山レコード数の分析 C5-1  〇  国 未？ 

 
【空】自然植生の有無が特に秋・冬のハイキング利用に寄

与(Aiba et al. 2019) 
C5-1  〇  国 済 

 
【経】レクリエーション（花見、紅葉狩り、潮干狩りな

ど）価値の全国評価 
C5-1  〇  国 未？ 

 【空】オートキャンプ場存在確率の分布   〇 〇 国 未？ 

 【経】中学校の野外学習目的地までのトラベルコスト   〇  国 未？ 

 【空】海水浴場と砂浜の分布と浸食（現状）   〇  国 未？ 

 
【量】東日本大震災後、干潟の潮干狩り利用が減少

(Yamakita et al. 2017)  
 〇 〇  国 済 

 

ヨーロッパと日本で、地域に根差した食料ネットワーク

が、特に不均一な景観の地域で多くみられる。日本では身

体の健康と地方創生が主な目的。(Plieninger et al. 

2018) 

C3-1  〇  局所 済 

 【経】文化的サービスのアイデンティティ効用   〇  準国 未？ 

 

【経】全国の砂浜の観光資源価値をモバイル GPS データ、

トラベルコスト法で計測。RCP シナリオに基づいて、価値

の高い南方の砂浜への気候変動影響による大きな経済的損

失を予測(Kubo et al. 2020) 

  〇 〇 国 済 

失われつつある自然とのつな

がり 

【量】年齢層別の自然とのふれあいや理解（12 種群の目撃と

関心）について、仙台市で 15 年（2000 年から 2015 年）にわ

たるアンケート調査を実施。幼少期に自然とのふれあいのあ

った高年齢層で目撃数が多かった(Imai et al. 2019) 

 〇   準国 済 

自然とともにある暮らしと文

化の再構築 
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JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

バンドル・トレードオフ・包括的富 

【経】包括的富指標の開発(Fujii and Managi 2016)。佐

渡の包括的富を評価、GDP では都市部に劣るが包括的富で

は決して劣らないことを示した(Yoshida et al. 2018)。 

  〇  局所 済 

 

【量】日本の各地域を対象に 2015 年から 2100 年の包括的

富指標を予測。経済成長を優先する SSP5 以外では 2100 年

の計算結果が 2010 年を上回る(Ikeda and Managi 2019) 

  〇 〇 準国 済 

 

【経】2000 年から 2007 年の間、森林の生態系サービス価

値は面積増加に伴って向上したが、2000 年から 2007 年の

間では森林管理に関する要因により、また 2007 年から

2012 年の間には生態系サービス減少が要因で低下した。

(Fujii et al. 2017) 

 〇   国 済 

 【経】日本全国における自然資本の推計   〇  国 未？ 

 
EBSA 指標を用いてアジアの海洋生物多様性と生態系サー

ビスを評価(Yamakita 2017) 
    国  

 【量】トレードオフ：メガソーラー設置と生物多様性影響   〇  国 未？ 

 
文化的サービスのシナリオ分析とシナジー・トレードオフ

の分析 
   〇 ？ 未？ 

 

東京と能登でアンケート調査の結果、全般的に、自然資源

由来のサービスを人工資本よりも選好される傾向がみられ

た(Hori et al.) 

  〇  準国 済 

 

【空】佐渡で参加型シナリオ開発。これをもとに生態系サ

ービス（食料供給、炭素固定、栄養塩吸着、生息地提供）

を予測。その結果、生態系サービス間のトレードオフ、多

様な ES を提供するための適切なモザイク景観の重要性、

空間的に非均一な生態系サービスが明らかになった。

(Kabaya et al. 2019) 

   〇 局所 済 

 

【空】別寒部牛川流域の土地利用と生態系サービスを

PANCES の４シナリオ下で予測、人口分布は牧草地管理放

棄の分布に影響、資本選好は生態系サービスに影響するこ

とが予測された(Haga et al. 2019) 

   〇 局所 済 



資料４ 

10 

 

JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

 
【経】海洋生態系の価値評価の結果、価値の高かった北の

コンブ場と南のサンゴ礁、砂浜の価値に気候変動が影響 
   〇 国 未？ 

 

【量】樹木の系統発生学的分類と生態系サービスとの関係

について文献レビュー、メタ分析。系統分類間で異なる生

態系サービス、生態系の多機能性維持のために系統発生学

的多様性が果たす役割を明示(Oka et al. 2019) 

  〇  国 済 

生態系によるディスサービス 

【空】人口集中と分散の２つのシナリオでシカの分布を予

測、人口集中でシカ分布が広く人口分散でシカ分布と農地

の重複範囲が広いことを推定(Ohashi et al. 2017) 

   〇 準国 済 

第Ⅵ章 

生物多様

性の損失

への対策 

第一の危

機から第

四の危機

への対応 

第一の危機への対策 多様な海洋保護区による生態系保全効果の検証 B4-3   〇 準国 未？ 

 花粉媒介者を保全するための 10 の優先政策を提案(Dicks 

et al. 2016) 

 NA NA NA 国際 済 

第二の危機への対策 【空】石川県の主伐および間伐面積率と耕作放棄地率から

作成した 4つの里山管理シナリオで 1998 年から 2097 年の

植生の遷移を再現、森林施業と耕作地の管理では特に耕作

放棄の影響が大きく，耕作放棄が進展すると二次林の拡大

によって均質な土地利用となり、耕作地を管理したシナリ

オでは景観の多様性が保たれるという結果が得られた。

(Haga et al. 2016) 

B6-3   〇 準国 未？ 

第三の危機への対策        

第四の危機への対策 高水温によるサンゴ白化を防ぐために温室効果ガス排出対

策が必要(Yamano 2017) 

B12-1   〇 NA 済 

その他 シナリオに対応する政策オプションの検討（陸域・海域） NA   〇 国 未？ 

 【空】現地調査に基づく植生図に基づいて全国スケールの

土地利用変化シナリオを作成。土地利用政策（介入）の程

度に応じた土地利用の有意な差を特定。(Shoyama et al. 

2019) 

B1-1   〇 国 済 

  【空】地域循環共生圏の具現化～木質バイオマスによる

熱・電力供給ポテンシャル予測 
P5-5?   〇 準国 未？ 
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JBO3 の構成（案） PANCES 成果の概要 指標(JBO2) トレンド ｽｹｰﾙ 公開 

大項目 中項目 小項目   過去 現在 将来   

社会変革に向けた取組 ガバナンス構造（重層的ガバナンス）の類型化   〇   未？ 

 アジア太平洋地域の生物多様性と生態系サービスに関するシ

ナリオ研究のレビュー。シナリオの型（アーケタイプ）分

類、扱われている変化要因や生態系サービス、今後の研究で

対応すべきギャップなどを整理(DasGupta et al. 2019) 

NA   〇 国際 済 

 「シェアリング」行動・パラダイムに関する研究のレビュ

ー。オンラインプラットフォームを介した設備（製品）、居

住（宿泊）、交通のシェアの研究が多数、地域の偏りがある

(Ryu et al. 2019) 

NA  〇  国際 済 

第Ⅶ章 わが国の生物多様性関連施策の成果        

第Ⅷ章 今後の生物多様性及び生態系サービスの

トレンド 

       

第Ⅸ章 総括と今後の課題        

注：定量評価【量】、経済評価【経】、空間データ【空】を概要冒頭に記載 
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